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会
議
は
安
倍
晋
三
首
相
の

私
的
諮
問
機
関
と
の
位
置
付

け
で
、
法
整
備
の
あ
り
方
も

合
め
た
提
言
を
ま
と
め
る
。

生
前
退
位
の
実
現
に
向
け
て

は
天
皇
の
退
位
後
の
身
分
や

住
ま
い
、
新
し
い
元
号
、
葬

儀
の
形
式
な
ど
膨
大
な
論
点

を
詰
め
る
必
要
が
あ
る
。
政

府
は
議
論
に
備
え
、
会
議
の

事
務
局
を
担
う
内
閣
官
房
皇

室
典
範
改
正
準
備
室
の
体
制

を
２３
日
付
で
１１
人
か
ら
２０
人

に
増
員
し
た
。

政
府
内
で
は
陛
下
の
８２
歳

と
い
う
年
齢
を
考
慮
し

「議

論
に
そ
う
何
年
も
か
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
」

（政
府

高
官
）
と
し
て
、
速
や
か
な

法
整
備
を
め
ざ
す
べ
き
だ
と

の
声
が
多
い
。
陛
下
が
８
月

に
表
明
さ
れ
た
「お
気
持
ち
」

の
冒
頭
で

「戦
後
７０
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
過
ぎ
、
２

年
後
に
は
平
成
３０
年
を
迎
え

る
」
と
言
及
し
た
こ
と
か
ら

「
２
０
１
８
年
中
の
実
現
を

念
頭
に
置
か
ざ
る
を
得
な

い
」
と
の
声
も
あ
る
。

皇
室
典
範
を
抜
本
的
に
改

正
し
て
恒
久
的
な
制
度
と
す

る
に
は
、
強
制
的
な
退
位
や

天
皇
の
恣
意
的
な
退
位
を
防

ぐ
手
立
て
も
詰
め
る
必
要
が

あ
る
。
保
守
派
を
中
心
に
反

発
が
予
想
さ
れ
、
棚
上
げ
さ

れ
て
い
る
女
性

。
女
系
天
皇

の
容
認
や
女
性
宮
家
の
創
設

の
議
論
が
再
燃
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
首
相
も
女
性
宮
家

な
ど
の
問
題
に
は
否
定
的
な

発
言
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

こ
の
た
め
音
相
官
邸
肉
で

は
当
面
は

「
一
代
限
り
」
で

生
前
退
位
を
認
め
る
特
例
法

で
ま
ず
対
応
し
、
皇
室
制
度

全
体
の
見
直
し
は
先
送
り
す

る

「
２
段
階
諭
」
が
浮
上
し

て
い
る
。
政
府
関
係
者
は
「女

波
及
す
れ
ば
収
拾
が
つ
か
な

く
な
る
。

政
府
は
有
識
者
会
議
の
メ

ン
バ
１
６
人

の
人
選
を
巡

り
、
皇
室
制
度
や
憲
法
の
専

門
家
を
あ
え
て
除
い
た
。
過

論
で
思
現
実
的
な
対
応
を
探

っ
て
も
ら
え
る
は
ず
だ
」
と

期
待
す
る
。

政
府
は
天
皇
の
地
位
が
憲

法
で

「国
民
の
総
意
に
基
づ

く
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
有
識
者
会
議

の
議
論
内
容
を
適
宜
、
国
民

に
説
明
し
な
が
ら
検
討
を
進

去
の
発
言
な
ど
か
ら

「結
論

あ
り
き
の
人
選
」
と
の
批
判

を
浴
び
な
い
よ
う
国
民
の
意

見
を
幅
広
く
集
め
る
姿
勢
を

印
象
づ
け
る
狙
い
が
あ
る
。

菅
義
偉
官
房
長
官
は
２３
日

の
記
者
会
見
で
、
有
識
者
会

議
の
人
選
に
つ
い
て

「高
い

識
見
を
有
し
、
組
織
の
経
営

や
管
理
、
会
議
の
と
り
ま
と

め
な
ど
の
経
験
が
豊
富
な
方

を
選
ん
だ
」
と
説
明
し
た
。

座
長
に
就
く
見
通
し
の
今

井
敬
経
団
連
名
誉
会
長
は
、

安
倍
晋
三
首
相
と
年
に
数
回

会
食
す
る
間
柄
で

「政
権
と

の
意
思
疎
通
は
十
分
」

（官

邸
筋
）
と
さ
れ
る
。
東
大
の

御
厨
貴
名
誉
教
授
や
慶
応
義

塾
の
清
家
篤
塾
長
は
こ
れ
ま

め
た
い
考
え
だ
。
国
民
の
代

表
で
あ
る
国
会
議
員
に
よ
る

議
論
の
機
会
も
探
る
。

菅
義
偉
官
房
長
官
は
２３
日

の
記
者
会
見
で

「有
識
者
会

議
の
議
論
が

一
定
の
段
階
に

至

っ
た
時
点
で
、
与
野
党
を

交
え
た
議
論
も
必
要
だ
」
と

指
摘
し
た
。

で
も
政
府
の
有
識
者
会
議
な

ど
を
経
験
。
専́
門
も
政
治
、

歴
史
、
行
政
な
ど
幅
広
い
分

野
か
ら
選
ん
だ
。

御
厨
氏
は
８
月
の
日
本
経

済
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で

「時
間
の
か
か
る
方
法
を
避

け
、
特
例
法
で
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ほ
か
の
５
人
も

「
生
前
退
位

に
極
端
に
反
対
す
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
」

（政
府
筋
）

と
み
ら
れ
る
。

皇
室
制
度
や
憲
法
の
専
門

家
は
外
部
有
識
者
と
し
て
会

議
に
招
く
方
針
。菅
氏
は
「様

々
な
専
門
的
知
見
を
有
す
る

方
々
か
ら
十
分
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
国
民
の
幅
広
い
意
見

を
反
映
し
た
提
言
を
取
り
ま

提
出
、通
常
国
会
も
視
野

政
府
は
２３
日
、
天
皇
陛
下
の

「生
前
退
位
」
を
検
討
す
る
有
識
者
会
議
を
設
置
し
た
。
政
治
学
や
歴
史
学
の
専
門
家

ら
６
人
で
構
成
し
、
座
長
に
は
経
団
連
の
今
井
敬
名
誉
会
長
が
就
く
見
通
し
だ
。

１０
月
中
旬
に
も
初
会
合
を
開
く
。
首

相
官
邸
内
で
は
生
前
退
位
へ
の
対
応
を
急
ぐ
た
め
、
皇
室
制
度
全
体
に
関
す
る
議
論
は
先
送
り
し
、
今
の
天
皇
に
限
り

退
位
を
認
め
る
特
例
法
を
軸
に
検
討
す
べ
き
だ
と
の
声
が
多
い
。
早
け
れ
ば
来
年
の
通
常
国
会
で
の
法
整
備
を
め
ぎ
す
。

３
月
７
日
に

「お
気
持
ち
」
を
表

明
し
た
天
皇
陛
下
Ｈ
宮
囚

庁
提
供

皇
室
。憲
法
の
専
門
家
除
外

「幅
広
い
意
見
」印
象
づ
け
る

有
識
者
会
議
に
経
団
連
▲
「井
氏
ら

天皇の公務負担軽活に関する有調者会議のメンパー

警昇驚鋲罠あ豪会尋i書箱言蝦酔昇
する。有謝者会議の座長に就任予定

官の

会食

国家賠償法や地方白治法などが専門。元
消費者委員会委員。現在は行政不服審査
会委員などを務める

日

間

あ

御

元NHKキ ャスターで、国際政治やマスメ
デイアなどを研究。衆院議員選挙区画定
審議会委員

』鮪

てし

のつ

与
党
幹
部
は

「有
識
者
会

議
が
出
す
結
論
に
対
し
国
会

論
戦
で
意
見
が
三
分
す
る
よ

う
な
事
態
は
避
け
た
い
。
建

設
的
な
議
論
を
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
い
い
」
と
語
る
。
与

野
党
議
員
に
有
識
者
ら
を
交

え
た
形
で
の
議
論
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

と
め
て
も
ら
う
」
と
強
調
し

た
。
政
府
高
官
の

一
人
は
「
テ

ー
マ
ご
と
に
賛
成
論

・
反
対

論

の
両
論

の
発
言
者
を
招

く
。
か
な
り
多
く
の
人
か
ら

意
見
を
聴
く
」
と
語
る
。

一
方
、
宮
内
庁
幹
部
は
「生

前
退
位
に
懐
疑
的
な
メ
ン
バ

ー
は
恐
ら
く
い
な
い
。
冷
静

な
議
論
が
進
む
の
で
は
な
い

か
」
と
期
待
感
を
示
す
。
宮

内
庁
内
に
は
安
定
的
な
皇
位

継
承
に
は

一
代
限
り
の
特
例

法
で
は
不
十
分
と
の
意
見
が

あ
る
が

「宮
内
庁
と
し
て
は

１
０
０
％
協
力
す
る
だ
け

で
、
余
計
な
口
出
し
は
し
な

い
」
と
の
声
も
あ
る
。

富
内
庁
内
に
共
通
す
る
の

は

「議
論
を
早
く
進
め
て
ほ

し
い
」
と
の
考
え
。
風
岡
典

之
長
官
も
２‐
日
の
記
者
会
見

で

「内
閣
に
優
先
的
に
対
応

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
」
と
強
調
し
た
。
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政
府
は
２３
日
、
天
皇
陛
下
の
生

前
退
位
な
ど
を
検
討
す
る
有
識
者

会
議
の
メ
ン
バ
１
６
人
を
発
表
し

た
。
皇
室
問
題
に
詳
し
い
専
門
家

は
入
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
有

識
者
会
議
な
ど
に
起
用
し
た
識
着

ら
を
集
め
た
。
自
内
庁
に
官
邸
中

枢
か
ら
幹
部
を
送
り
込
む
人
事
も

決
定
。
首
相
官
邸
が
主
導
し
、
ス

ピ
ー
ド
重
視
で
生
前
退
位
の
議
論

を
進
め
る
狙
い
が
あ
り
そ
う
だ
。

▼
４
面
＝
議
員
ら
ネ
ツ
ト
に
配
す

「
静
か
に
議
論
を
進
め
た

い
」
。
菅
義
偉
富
房
長
官
は
有

識
者
会
議
の
設
置
を
発
表
し
た

２３
日
の
会
見
で
「静
か
」
と
い
う

言
葉
を
５
度
も
繰
り
返
し
た
。

政
府
が
有
識
者
会
議
の
人
選

に
あ
た
っ
て
重
視
し
た
の
は
、

安
定
感
だ
っ
た
。
６
人
の
メ
ン

バ
ー
に
皇
室
問
題
の
専
門
家
は

お
ら
ず
、
憲
法
や
行
政
法
な
ど

に
明
る
い
学
者
や
経
済
人
を
そ

ろ
え
た
。
い
ず
れ
も
政
府
の
有

識
者
会
議
や
審
議
会
な
ど
の
常

連
メ
ン
バ
ー
だ
。
議
論
を
ま
と

め
る
座
長
に
は
今
井
故

・
経
団

連
名
誉
会
長
が
就
く
見
通
し
。

今
井
氏
は
首
相
と
定
期
的
に
会

食
を
重
ね
る
問
柄
で
、
首
相
の

政
務
秘
警
宮
を
務
め
る
今
井
尚

哉
氏
の
お
じ
で
も
あ
る
。

有
識
者
会
議
は
こ
の
６
人
を

中
核
に
し
て
随
時
、
皇
室
問
題

や
胚
史
の
専
門
家
ら
を
招
き
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
形
式
で
議
論
を
進

め
る
予
定
だ
。
首
相
官
邸
の
幹

部
は

「こ
の
問
題
は
論
争
ば
か

り
し
て
も
ま
と
ま
ら
な
い
。
導

門
分
野
を
持
ち
つ
つ
、
国
民
を

代
表
す
る
立
場
で
も
の
が
言
え

る
人
を
と
り
ま
と
め
役
と
し
て

選
ん
だ
』
と
解
説
。
別
の
幹
部

は

目
臣
百
線

で
真

っ
白
な
視

点
で
議
論
し
て
も
ら
う
」
と
強

調
し
た
。
有
識
者
会
議
の
メ
ン

バ
ー
の
ひ
と
り
は
政
府
か
ら
数

日
前
に
打
診
さ
れ
、　
理
裏
示
の

警
護
対
象
に
な
る
と
の
説
明
を

受
け
た
」
と
話
す
。
メ
ン
バ
ー

と
官
邸
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ

は
来
週
に
も
始
ま
る
予
定
だ
。

今
回
の
有
識
者
会
議
の
ス
タ

イ
ル
は
、
小
泉
政
権
時
代
の
２

０
０
５
年
に

「女
系
天
皇
」
を

認
め
る
報
告
書
を
取
り
ま
と
め

提
言

年
内
に
も
？

た
首
相
の
鬼
扇
霰
田
理
欝
園

「皇

室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」
も
参
考
に
し
た
と
い
う
。

当
時
座
長
を
務
め
た
東
大
元

総
長
、
昔
川
弘
之
氏
の
専
門
は

機
械
工
学
。
メ
ン
バ
ー
も
皇
室

問
題
の
専
門
家
で
は
な
く
、
経

団
連
の
奥
田
碩
元
会
長
を
は
じ

め
古
代
史
や
憲
法
な
ど
の
識
者

政
府
は
有
誦
署
［会
議
の
設
置

に
と
も
な
い
、
内
閣
官
房
に
あ

る
皇
室
典
範
改
正
準
備
室
の
態

勢
を
２３
日
付
で
強
化
し
た
。
総

務
省
や
厚
生
労
働
省
、
内
閣
府

な
ど
か
ら
新
た
に
職
員
を
集

め
、

１１
人
だ
っ
た
職
員
を
２０
人

に
倍
増
。
準
備
室
を
会
議
の
事

てしと

鉤鞠獅
眸
明

1

を
中

心

に
１０
人

で
穂
成

。
そ
の

上

で
神

道
学
や

日
本
法
制
史

、

皇
室
研
究

な
ど

の
専
門

家

８
人

に
ヒ
ア
リ

ン
グ

を
実
施

し
た
。

安
倍
晋

三
首
相

に
近

い
宮
邸

簡
癖
で
脅
は

「
有
誘
磐
昼
会
国
は

、

官
邸

の

コ
ン
ト

ロ
ー

ル

で
議
論

を
進
め

る
た
め

の
仕
掛

け
だ
」

と
言

い
切

る
。

務
局
に
し
て
、
議
論
を
速
や
か

に
進
め
る
狙
い
が
あ
る
。

会
議
は
１０
月
中
旬
に
初
会
合

を
開
く
。
菅
宮
房
長
官
は
会
見

で

「今
回
の
問
題
は
国
家
の
基

本
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
だ
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
た
ず
ら

に
対
応
を
先
延
ば
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
首
相

周
辺
も

「年
内
に
複
数
回
の
会

議
を
開
く
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
描

い
て
い
る
」
と
指
摘
。
陛
下
が

高
齢
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、

議
論
を
急
ぎ
た
い
考
え
だ
。

政
府
は
、
い
ま
の
天
皇
陛
下

に
限

っ
て
生
前
退
位
を
可
能
と

す
る
峙
別
措
置
法
の
整
備
を
検

討
し
て
い
る
。
有
識
者
会
議
も

「ま
ず
は
目
の
前
の
課
題
に
集

中
し
て
進
め
る
」

（官
邸
幹

部
）
方
針
で
、
生
前
退
位
に
つ

い
て
一
定
の
方
向
性
が
見
え
た

段
階
で
提
言
を
ま
と
め
る
。

た
だ
、
生
前
退
位
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
皇
室
問
題
の
専
門

家
ら
の
間
で
も
見
解
が
割
れ
て

い
る
。

「天
皇
陛
下
の
退
位
は

皇
位
継
承
の
根
幹
に
関
わ
る
」

と
し
て
、
特
措
法
で
は
な
く
皇

室
典
範
の
改
正
を
求
め
る
意
見

が
あ
る
ほ
か
、

「現
行
の
皇
室

典
範
に
定
め
ら
れ
た
摂
政
制
度

を
活
用
す
べ
き
だ
」
な
ど
と
、

生
前
退
位
に
否
定
的
な
立
場
の

専
門
家
も
い
る
。

政
府
は
有
識
者
会
議
の
提
言

を
踏
ま
え
、
早
け
れ
ば
来
年
の

通
常
国
会
に
も
生
前
退
位
を
可

能
と
す
る
法
案
を
提
出
し
た
い

考
え
。
だ
が
、意
見
が
割
れ
れ
ば

と
り
ま
と
め
が
難
航
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
首
相
周
辺
は

「有

識
者
会
議
は
年
内
の
決
着
を
目

指
す
が
、
や

っ
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
面
も
あ
る
」
と
話
す
。

生前■倣tめぐる

'後
の流れ

に
じ
む
官
邸
主
導

柄

自
内
庁

の
幹
部

人
事
も

２３
日

に
発

表

さ
れ
た
。
政
府

は
こ
の
日

の
閣
議

で
、
風
岡
典
之

・
自
内
庁
長
宮
が

２６

日
付

で
退
任

し
、
山
本
信

一
郎
次
長

が

ト

ッ
プ

に
就
く
人
事

を
決

定

。
そ

の
山
本
氏

の
後
任
人
事
が
異
例
だ

っ

「自
内
庁
の
人
事
を
官
邸
主
導
に

切
り
替
え
た
」
。
首
相
に
近
い
官
邸

関
係
者
は
、
今
回
の
自
内
庁
人
事
を

解
説
す
る
。
長
官
は
７０
歳
の
節
目
に

交
代
し
、
次
長
が
昇
格
す
る
の
が
通

例
だ
。
現
長
官
の
風
岡
氏
が
今
月
７０

が
体
制
の
刷
新
を
図

っ
た
、
と
い

う
。
首
相
周
辺
は

「宮
房
長
官
と
し

て
大
局
を
見
極
め
た
肝
い
り
人
事

だ
」
と
語
す
。

新
次
長
の
西
樹
氏
は
２
０
１
４
年

２
月
か
ら
、
政
権
の
危
機
管
理
役
を

担

っ
て
き
た
。
警
察
出
身
者
が
次
長

に
起
用
さ
れ
る
の
は
２２
年
ぶ
り
。
同

じ
櫛
桑
出
身
で
墓
室
問
題
を
官
邸
で

艶

鋤

索

鮎

朋

銘

柳

生
か
し
、

生
前
退
位
を
は
じ
め
と
す

る
基
こ
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
も
取

り
組
む
こ
と
に
な
る
。

天
皇
陛
下
が
生
前
退
位
の
意
向
を

周
辺
に
示
し
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら

れ
た
７
月
以
降
、
官
耶
内
に
は

「富

内
庁
が
政
府
の

一
員
と
し
て
動
い
て

い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
」
（首
相
周
辺
）
な
ど
と
、
連

携
不
足
を
指
摘
す
る
声
が
あ
っ
た
。

西
村
氏
の
人
事
は
自
内
庁
内
で
も
直

前
ま
で

一
部
の
関
係
者
し
か
知
ら
な

か
っ
た
と
い
い
、今
後
、
自
内
庁

へ
の

官
邸
の
影
響
力
が
強
ま
り
そ
う
だ
。

（笹
Ш
郡
十
、
大
久
保
票
俗
、
山
盗
聖

）

た
。
官
邸
中
枢
か
ら
内
閣
危
機
管
理
　
歳
を
迎
え
、
生
前
遇
位
の
法
制
化
に

監
の
西
村
泰
彦
氏
を
送
り
込
む
こ
と
　
向
け
た
準
備
も
本
格
化
す
る
こ
と
か

に
し
た
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
菅
氏
を
中
心
と
す
る
官
邸
幹
部

2016年 有― ■

し

よ
う

庁次長人事内宮

ゝ

うゝ

〕
ロ幅広し

こ
れ
ヨ

有
識
者
メ
ン
バ
ー

政
府
系
会
議
の
常
連
ぞ
ろ
い

!3.58
―

笛
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人選 に
政
府
は

２３

日
、

「
天
皇

の
公

務

の
負
担
軽
減

等

に
関
す
る

有
融
者
会
議

」
を
設
置

し
、
天
皇
陛
下
が

「
生
前

退
位

」

の

意

向

を

示

唆

さ

れ

た

こ
と

を

踏

ま

え

た

議

論

の
場

が

整

っ

た

。
皇
室

の
専
門

家
を
あ
え

て
起
用

し
な
い

こ
と

で
幅
広

い

意

見
や
世
論
を

く
み

取
る

こ
と
が

で
き
る
よ
う

配
慮
す
る

一

方

、
安
倍

内
閣

で
政
府

会
議

の
委
員
を
務
め
た
経
験
者

も
多

く

、

「
安
倍

カ
ラ
ー

」
が

に
じ
ん

だ
。

（
政
治
部
　
寺

口
亮

一
、
本

文
記
事
１
面

）

っ
て
き
た
杉
田
和
博
官
房
副
長

自
が

、
自

ら
候
補

者

に
打
診

し

て
慎

重
に
進
め
ら
れ
た

。
座
長

を
務
め
る
今
井
敬

。
経
団
連
名

誉
会
長
を

は
じ
め
、
経
済
や

行

政
を
専
門
分
野
と
す
る
有
識

者

が
選

ば
れ
、
皇
室
制
度

の
専
門

家
は
含
ま
れ
な
か

っ
た

。

２
０
０
５
年

に
女
性

・
女

系

天
皇
を
容
認
す
る
報
告
書
を
出

し
た
小
泉

内
閣

の
有
識
者

会
議

で
は
、

１０
人
中

２
人
が

皇
室
や

憲

法

に
詳

し

い

専

門

家

だ

っ

た

。今
回

の
人
選

に

つ
い

て
、
菅

氏
は

「
組
織

の
運
営
や
会
議

の

と
り
ま
と
め

の
経
験
が
豊
富
な

方

々
を
選

ん
だ
」
と
述

べ
、
皇

室
な
ど

の
専
門
家

は
ヒ

ア
リ

ン

グ
対

象
と

し
、
有
識
者

会
議
は

意
見
集
約

の
資
質
を
人
選
基
準

に
し
た
と
説
明

し
た
。
首
相
自

耶
筋
は

「
専
門

家
は
簡

単

に
自

説
を
曲
げ
る

こ
と
が

で
き
ず
議

る
恐
れ
が
あ
る
。
会
議
の
名
称

に

「生
前
退
位
」
が
入
ら
な
か

っ
た
の
も
、
そ
の
た
め
だ
。
も

っ
と
も
、
政
府
高
宙
が

「公
務

の
負
担
軽
減
の
最
た
る
も
の
は

退
位
だ
」
と
語
る
よ
う
に
、
議

論
は
生
前
退
位
の
是
非
を
中
心

に
進
む
見
通
し
だ
。

■
専
門
家
ヒ
ア
リ
ン
グ

メ
ン
バ
ー
の
人
選
は
、
こ
れ

ま
で
自
内
庁
と
の
調
整
に
あ
た

■

４

回
繰
り
返
す

「
天
皇

の
公
務
負
担
軽
減
な

ど

に

つ
い

て
、
予
断
を

持

つ
こ

と
な
く

、
専
門
的
知
見

を
有

す

る
方

々
の
意
見
を
う
か
が

い
な

が
ら
議
論

し

て
い
た
だ
く

」

菅
自

房
長
宮

は
２３
日

の
記
者

会
見

で
、
会
議

の
役
割

を
そ
う

説
明

し
た

。
菅

氏
は
記
者

会
見

の
中

で

「
予
断

を
持

つ
こ
と
な

く
」
と

い
う

言
葉

を
４

回
繰
り

返
し
た

。
生
前
退
位

に
限
定

せ

ず
、
議

論

の
方

向
性
は
有
識
者

に
委
ね
ら
れ

て
い
る

こ
と
を
強

調
し
た
か

っ
た
と
み

ら
れ
る

。

天
皇

の
意
向
を

受
け

て
生
前

遅
位
を
検

討
し
た
と
な
れ
ば
、

天
皇

の
国

政
に
関
す
る
権

能
を

否
定

し
た
憲
法
４
条

に
抵
触

す

専
門
家
起
用
せ
ず
「予
断
」排
除

今井 倣 経団連名誉会長(86)

元新日本製鉄社長、1998～ 2002
年に経団連会長。政府の原オ政制度
等審議会長などを歴任

０
「天
皇
の
公
務
の
員
担
曜
瀬
簿
に
関
す
る
有
謝
者
会
臨
」
メ
ン
パ
ー
の
主
な
路
歴
と
安
倍
首
相
と
の
つ
な
が
り

御 厨  貴 東大名誉教授 (65)

政治家などへのインタビューで現
代史を検証するオーラルヒスト
リーの第一人者。天皇・皇室と政治
の関係も研究

近善に「安倍政権|よ本当に強しヽの
か」

荊
系
と
鮭
時
し
て
い
る
。
葛
自
ぼ
労
調
　
を
化
調
離
に
き
ち
ん
と
国
響
さ
せ
る
こ
　
聞
ｒ、こ
と
も
怠
っ
て
い
た
ｏ

宮崎 緑 千葉商不斗大教す受(58)

元NHKニュースキャスター。東京
都教育委員(例職)。 専門は国際政
治学で、15年から国際敦養学部長

第 2、 第3次内閣で政府税制調査会
委員

論
が
ま

と
ま
ら
な

い
上
、
誰
を

選
ぶ
か

で
方

向
性
が
推
測

で
き

て
し
ま

う
」
と
解

説
す
る

。

人
選

に
は
安
僧
首
相
と

の

っ

な
が
り

を
意
識

し
た
跡

も
う
か

が

え
る

。
今
井

氏
は

、
首
相

の

政
務
秘
書
宮

を
務
め
る
今
井
尚

哉

氏
の
お
じ

に
あ

た
る

。
山
内

昌
之

。
東
大
名
誉
教
授
は
、
昨

年

の
戦

後
７０
年

談
語

に
関
す
る

有
識

者

懇
談

会

（
２‐
世

紀
構
想

懇
談
会

）

に
参
加

し

て
い
た

。

こ
の
た

め
、

「
首
相
自

邸
が
議

論
を
グ

リ

ッ
プ
す
る

つ
も
り
だ

瘍”肝て（』識彎部）との見

■
事
務
局
の
態
勢
強
化

政
府
は
有
識
者
会
議
の
設
置

を
受
け
、
２３
日
付
で
事
務
局
の

内
閣
富
房
鼻
室
典
範
改
正
準
備

室
の
態
勢
を
１１
人
か
ら
２０
人
に

増
員
し
た
。
政
府
は
、
現
在
の

天
皇
陛
下
に
限
っ
て
退
位
を
可

能
に
す
る
皇
室
典
範
の
特
例
法

制
定
を
軸
に
検
討
を
進
め
て
お

り
、
早
け
れ
ば
来
年
の
通
常
国

会
へ
の
関
連
法
案
提
出
を
目
指

し
た

い
考

え

だ

。

た

だ
、
有
識
者

会

議
の
議
論

が

、
政

府

の
期

待
通

り

に
進

む

か

ど
う
か

は

不
透
明
な
面
も
あ

る

。
ヒ
ア
リ

ン
グ

を
行
う
専
門

家

は

「
相

当
な
数

に
上
る
」
（
首

相

周
辺

）
と
み

ら
れ

、
生
前
退

位

の
是
非

を
巡

っ
て
も
賛
否
が

割
れ

る
可

能
性
が
高

い
。

有
識

者
会

議

に
は

、
幅
広

い

意

見

の

バ

ラ

ン

ス

を

取

り

つ

つ
、
世
論

の
理
解

を
得
る
と
い

う
難
題

が
突

き

つ
け

ら
れ

て
い

る

。

宮内庁
「
速やかな議論願 う」

天
皇
陛

下
が

「
高
齢

の
天
皇

の
在

り
方

」
に

つ
い

て
、
宮
内
庁
幹
部

に

考

え

を

伝

え

ら

れ

て

か

ら

５

年

余

り

。
水
面

下

で
の
調
整

を
経

て
、
退

位

の
意
向

を
示
唆
し
た

陛
下
の
お
言

葉
が

発
表

さ
れ

、
有
識
者
会
議
が
設

置
さ

れ
た

が
、
同
庁

で
は

「
議
論

が

始
ま
る
今

後
が

重
要

で
、
し

っ
か
り

見
守

っ
て
い
き
た
い

」
と
慎
重
な
声

が
多

い

。

天
皇

の
遅
位
を
制
度
化
す
る
う
え

で
論

点

は

多

い

。
皇

位

継

承
と

い

う

皇
室

の
根
幹

に
か
か
わ

る
た
め
、
「
時

間

を

か

け

て
慎

重

に
議

論

す

べ
き

だ

」
と
い
う
意
見
は
根
強
い
。
陛
下

に

限

っ
て
退
位
を

可
能

に
す
る
皇
室
典

範

の
特

例
法
を
制
定

す
る
と
い
う
考

え
方

に
対

し
、
「
典
範

を
改
正
し

て
恒

久
的

に
天
皇
が
遅
位

で
き
る
制

度

に

す
る

こ
と
が

陛
下

の
お
気
持
ち

に
沿

う
」
と

い
う
意
見
も

あ
る
。

宮
内
庁

の
風
岡
典
之
長
官
は

２‐

日

の
走

例
記
者
会
見

で
、
「
優
先
的

に
対

応

し

て
い
た
だ
き
た

い
名
速
や
か

に

進

む

こ
と
を
願

っ
て
い
る
」
と
、
お

願

い
す
る
立

場
と
し

て
考
え
を
述

べ

た

。

同
庁
は

「
８２
歳
と
い
う
陛
下

の

年
齢

を
考
慮

し
た
対

応
が
必
要
だ

」

と

の
立
場
だ
が

、
皇

室
制

度
見
直
し

岬

の
検
討
は
自
邸
側
が
担
当
す
る
。
　
　
ｍ

２６
日
付
で
同
庁
次
長
に
就
任
す
る

ｆｔ‐‐‐‐

西
村
泰
彦
内
閣
危
機
管
理
監
は
、
有

剛

識
者
会
議
を
取
り
仕
切
る
杉
田
和
博

‐‐‐‐‐‐

自
房
副
長
官
と
同
じ
警
察
出
身
。
「双

州

方
の
連
携
が
よ
リ
ス
ム
ー
ズ
に
な

‐‐‐‐‐‐

る
」

（首
相
自
邸
筋
）
と
期
待
さ
れ

帥

て
い
る
。
自
内
庁
は
迅
速
な
議
論
に

山

協
力
す
る
た
め
、
律
令
制
度
や
皇
室

‐‐‐‐‐‐

経
済
、
遅
位
の
事
例
や
天
皇
と
国
民

‐‐‐‐‐‐‐

の
関
係
な
ど
、
議
論
で
求
め
ら
れ
る

脚

説
明
を
幅
広
く
線
走
し
、
準
備
を
進

‐‐‐‐‐‐

め
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐‐‐‐―‐

陛
下
と
皇
后
さ
ま
は
例
年
、
日
程

‐ｔｉ‐ｉ‐

が
過
密
に
な
る
秋
を
迎
え
ら
れ
た
。
　
的

今
月
は
中
旬
に
全
国
豊
か
な
海
づ
く

］

り
大
会
で
山
形
を
訪
問
。

２８
日
か
ら

‐‐‐‐‐‐

は
４
泊
５
日
の
日
程
で
、
岩
手
国
体

的

に
合
わ
せ
て
被
災
地
も
回
ら
れ
る
。
　
四

来
月
は
国
賓
の
ベ
ル
ギ
ー
国
王
夫
妻

‐‐‐‐‐‐‐

を
迎
え
る
ほ
か
、
来
春
に
は
ベ
ト
ナ

‐‐‐‐ｔｔ

ム
訪
問
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「有

岬

識
者
会
議
に
う
ま
く
議
論
を
進
め
て

‐‐‐‐‐‐

も
ら
い
、
両
陛
下
が
お
元
気
な
う
ち

剛

に
結
果
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
側
近

州

は
打
ち
明
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
‐‐‐‐‐‐

（編
集
委
員
　
沖
村
豪
）

‐‐‐‐‐‐

ペ
ー
ス
と
し
て
区
要
だ
っ
た
と
い
う

リートが実践する
お慕 4/恋 |:晏空盟留!禦絲  れ |
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生前退位 有識者会議に6氏 頭ヨ
客尋

目:

得 ケ
ヘ ノ

の ラ

喬i

と `

お!

が !

目|

の

電
断

偏
に
は

昌
な

話
を
深

発
し

目
の
途
に
つ
Vヽ

た

政
府
は
２３
日
、天
皇
陛
下
の
生
前
退
位
に
関
し
、

一箪
箇
晋
三
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て

申
心
逗

の
公
務
の
負
担
軽
減
響
に
関
す
る
有
識
者
会
議
一

の
設
置
を
発
表
し
た
。
来
月
申
旬
に
も
初
会
合
を

開
き
、
議
論
を
本
格
化
さ
せ
る
。
政
府
は
有
識
者

〈秦
議
の
提
言
を
踏
ま
え
、
関
連
法
案
を
早
け
れ
ば

来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
。

【田
中
裕
之
】

政
府
．来
年
に
も
滋
票
撮
出

有
識
者
会
議
の
座
長
に
は
、
今
井
尚

哉
首
相
秘
香
宮

（政
務
）
の
叔
父
に
あ

た
る
今
井
敬
経
団
連
名
誉
会
長
（
８６
）
が

就
任
す
る
予
定
。
首
相
を
支
え
る
保
守

派
に
は
生
前
退
位
に
慎
重
な
意
見
が
少

な
く
な
い
が
、
退
位
を
容
認
す
る
政
治

学
者
の
御
厨
賞
東
京
大
名
誉
教
授
（６５
）

を
起
用
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
取

っ
た
。
皇

室
問
題
の
専
門
家
で
固
め
ず
、
〓
喜
と

に
配
慮
し
た
人
選
に
な

っ
て
い
る
。
政

府
高
宮
は

「メ
ン
バ
ー
を
見
た
だ
け
で

議
論
の
方
向
性
が
分
か
る
会
議
だ
と
、

取
り
ま
と
め
が
難
し
く
な
る
」
と
語

っ

た
。有

識
者
会
議
は
傷
回
、
非
公
開
で
行

わ
れ
、
憲
法
、
歴
史
、
皇
室
典
範
な
ど

複
数
の
専
門
家
か
ら
意
見
を
聞
い
て
論

点
を
整
理
す
る
。
議
論
の
内
容
ば
会
合

人選 中立に配慮

上智大法科大学院教授
(行政法)。 民主党政権時
代は「事業仕分け」の民間
仕分け人を務めた

慶応義塾長。福田内閣で
社会保障国民会議委員を
務め、現在は内閣府経済
社会総合研究所名誉所長

東京大名誉教授、青山学
院大特任教授。日本政治
史が専門で、著書に「天皇
と政治」などがある

千葉商科大教授(政策情
報学)で 元NHKニ ュース
キャスター。東京都教育
委員を務めている

東京大名誉教授。歴史学
や中東・イスラム地域研
究が専門で、主な著書に

「イスラームと世界史」

空5を耳ラ謎岳4簸天姥詈皇異要蔀牟益冨 一一―
区で 8月 8日 、富武祐希撮 影

後
に
公
表
し
（
国
民
の
幅
広
い
意
見
を

反
映
す
る
よ
う
努
め
る
。

た
だ
、
有
識
者
会
議
が
提
言
で
ど
こ

ま
で
踏
み
込
め
る
か
は
見
通
せ
な
い
。

政
府
は
、
普
遍
曲
な
退
位
の
要
件
を
定

め
る
の
が
難
し
い
と
し
て
、
今
回
に
限

っ
て
退
位
を
認
め
る
特
別
立
法
を
検
討

し
て
い
る
が
、
報
道
各
社
の
世
論
調
査

に
よ
る
と
、
将
来
の
天
皇
に
も
退
位
を

認
め
る
恒
久
的
な
制
度
改
正
を
求
め
る

意
見
が
優
勢
だ
。
憲
法
は
天
皇
の
地
位

は
国
民
の
総
意
に
基
づ
く
と
定
め
て
お

り
、
政
府
は
世
論
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。

２
０
０
５
年
に
は
小
泉
純

一
郎
首
相

（当
時
）
の
私
的
諧
間
機
関

「皇
室
典

範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が

「女
性

。
女
系
天
皇
の
容
認
」
を
柱
と
す
る
報

告
書
を
ま
と
め
た
が
、
与
野
党
の
議
論

が
過
熱
。
そ
の
後
、

０６
年
に
秋
篠
宮
否

夫
妻
に
悠
仁
さ
ま
が
誕
生
し
、
皇
室
典

範
改
正
は
棚
上
げ
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。今

井
、
御
厨
両
氏
区
外
の
メ
ン
バ
ー

は
、
小
幡
純
子
上
智
大
法
科
大
学
院
教

授
（５８
）
▽
清
家
篤
慶
応
義
塾
長
（６２
）
▽

宮
崎
緑
千
葉
商
∂
大
教
授
（
５８
）
▽
山
内

昌
之
東
京
大
名
誉
教
授
（６９
）
―
―
の
４

人
。営

義
偉
宮
房
長
宮
は
２３
日
の
記
者
会

見
で

「国
民
の
幅
広
い
意
見
を
反
限
し

た
提
言
を
取
り
ま
と
め
る
活
動
に
ふ
さ

わ
し
い
。
経
験
が
豊
富
な
方
々
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
選
ん
だ
」
と
説
明
し
た
。

提
言
の
時
期
に
つ
い
て
は

「初
め
に
ス

ケ
ジ
ユ
ー
ル
あ
り
き
で
は
な
く
議
論
の

中
で
考
え
て
も
ら
う
」
と
述
べ
た
。

叫
蓼

∞

學

毛小幡 純子
(58)

擬

ヨ
ミ

消家篤
(62)

御厨貴
(65)

山内 昌之

氏名  イ
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指
す
オ
バ
マ
米
政
権
が
主
導
。

一
朝
鮮
を
瑚
謎

す
る
狙

い
も
あ

一
合
で
同
核
実
験
に
ヶ
軋
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日

「生前退位」有識者会議

今井・御厨氏ら6人

n 政
府
来
月
中
旬
に
初
会
合

務鍬
鋤
弊
罐
畔
詢報
鋏
赫
談
齢
駆勢
鑑
馬
正
縫
灘

長
、
東
大
の
御
厨
貴
名
誉
教
授
と
山
内
昌
之
名
誉
教
授
ら
６
人
で
、
今
井
氏

す
る
見
通
し
。
来
月
中
旬
に
初
会
合
を
開
く
。
初
会
合
に
は
安
倍
晋
三
首
相

も
出
席
す
る
予
定
だ
。

薗
剥
熙
官
房
長
官
は
記
者
会

見
で
、
会
議
設
置
の
目
的
に
つ

い
て

「天
皇
陛
下
が
８２
歳
と
ご

高
齢
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

天
皇
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
予

断
を
も
つ
こ
と
な
く
議
論
を
進

め
る
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、

メ
ン
バ
ー
に
関
し
て

「高
い
見

今井 敬

識
を
有
す
る
と
同
時
に
組
織
の

経
営
、
管
理
や
会
議
の
取
り
ま

と
め
に
経
験
豊
富
な
方
々
だ
」

と
述
べ
た
。

会
議
は
非
公
開
で
行
う
見
通

し
で
、
メ
ン
バ
ー
が
憲
法
、
歴

史
、
皇
室
典
範
な
ど
の
専
門
家

か
ら
幅
広
い
意
見
を
聞
く
形
式

と
な
る
。

菅
氏
は

「課
題
や
問
題
点
を

整
理
し
、
国
民
に
伝
え
て
議
論

を
深
め
、
提
言
を
取
り
ま
と
め

る
」
と
述
べ
た
。

政
府
は
、
天
皇
陛
下
の
生
前

退
位
を
可
能
に
す
る
た
め
、
特

別
措
置
法
制
定
を
検
討
し
て
い

る
。

「有
識
者
会
議
で
の
議
論

を
通
じ
、
国
民
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
く
過
程
で
結
論
を
出
し

た
ぃ
」

（政
府
高
官
）
と
し
て

お
り
、

考
に
し

を
慎
重

来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
し
た

い
考
え
だ
。

天
皇
陛
下
が
３
月
８
日
に
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
生
前
退
位

の
意
向
を
示
さ
れ
た
後
、
首
相

官
邸
は
有
識
者
会
議
の
設
置
に

は
慎
重
だ
つ
た
。

御同 貴 山内昌之

幾 東ん品藁野授東
益亀晶封概

∩

色
宮崎 緑

千葉商科大教授
(元キャスター)

清家 篤

蔑応義塾長

′Jヽ幡純子

L智大
大¥院教す受
(行政法)

し
か
し
（
８２
歳
の
高
齢
と
い

う
事
情
に
加
え
、
報
道
機
関
の

世
論
調
査
な
ど
で
生
前
退
位
を

容
認
す
る
意
見
が
多
数
を
占
め

た
こ
と
も
考
慮
。
さ
ら
に
、
政

府
内
だ
け
で
検
討
を
進
め
れ

ば
、
安
倍
政
権
の
意
向
だ
け
で

結
論
を
出
し
た
と
の
批
判
が
出

か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
有
識
者

▲
全議
の
設
置
に
転
換
し
た
。

会
議
メ
ン
バ
ー
も
皇
室
制
度

や
憲
法
の
専
門
家
で
は
な
く
、

あ
坑
て
安
倍
首
相
に
厳
し
い
論

評
を
し
て
き
た
御
厨
氏
も
加
え

る
な
ど
、

「あ
ら
か
じ
め
提
言

の
結
論
が
分
か
る
よ
う
な
メ
ン

バ
ー
に
し
な
か
っ
た
」

（官
邸

筋
）
と
配
慮
し
た
。
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